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分 類 令和５年度
宿泊税充当額

令和６年度
宿泊税充当額 R6-R5比較 増減の主な内容

① サービス向上・消費拡大 44,025,205 57,660,141 13,634,936
・⾧崎さるく推進費における商品造成費用の増
・（新規）MICE推進費における、MICE開催に向けた機運醸成やユ
ニークベニューを活用したレセプションの実施など

② 情報提供 143,928,915 188,295,009 44,366,094

・観光地域づくり推進費におけるtravel nagasakiでのプロモーショ
ン費の増
・世界・日本新三大夜景推進費における域外への情報発信費用の増
・（新規）インバウンド誘致広域連携事業費における他都市との連
携プロモーション、海外デジタルノマド誘客費用
・（新規）観光客誘致推進費における⾧崎市を舞台とした映画、ド
ラマ等の作品や出演する著名人を活用したＰＲ費用

③ 受入環境整備 40,077,305 54,914,903 14,837,598
・（新規）観光産業人材育成事業費における小中学校向けの観光教
育出前授業の実施
・観光地域づくり推進費におけるMICE向けコンテンツ造成、市民
及び市内事業者のおもてなし機運醸成費用の増

④ 資源磨き 0 0 0

⑤ 緊急時の対応等 50,000,000 50,000,000 0観光交流基金積立（緊急時の対応など）

● 宿泊税賦課費 19,139,575 11,562,647 ▲7,576,928
・会計年度職員報酬の減及びR5年4月宿泊税導入開始年度周知のた
めの広告費の減

合 計 297,171,000 362,432,700 65,261,700

（単位：円）
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※1 観光客満足度は「大変満足」と「満足」の合計
※2 R4：「機会があれば再び訪れたい」と「1年以内に再び訪れたい」の合計。R5、R6：「大変そう思う」と「思う」の合計

宿泊税を活用した様々な取組みなどにより、令和６年の観光統計において、前年と比較し訪問客数や宿泊者
数、観光消費額の増、観光動向調査による観光客の満足度や再来訪意欲は90%台と高い数値を維持しており、
訪問客の満足度・再訪意欲の向上に貢献しているものと考えられる。
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